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〇事務事業評価（※事務事業評価のみ）に必要な資料 

 

 

  

事務事業評価用 事務事業評価調査票 

●事務事業評価の基礎資料です。 

※様式集資料として 1 事業分のみ掲載しています。 
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※事務事業評価調査票（事務事業の改善案【見直し・改善 ＡＣＴＩＯＮ】）様式案 

 

 

 

 

■内部評価

評価判定 取組の方向の具体的な理由 今後の改善計画

評価判定

担

当

課

評

価

三

担

当

評

価

取組方向の具体的な理由

改善

欠員の生じている学校図書館に学校司書を

配置する

市立図書館等との連携により，ＩＣＴ環境整備を図る

改善 担当課の判定は妥当

■外部評価

外部評価結果

市の対応

改善

外

部

評

価

市

の

対

応

方

針

対応方針

理由
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 事務事業評価票（案） 

●事務事業評価を記入していただく用紙です。 

●ヒアリングを希望する場合は，ヒアリング希望欄に〇をつけていただき

ます。 
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■事務事業評価評価票（企画財政課）(案） 委員名              

拡充 現状維持 改善 縮小 統合 完了 廃止・休止

5-2-1-①-01-1 財政運営事業 企画財政課 改善
（発展的改善）

改善
（発展的改善） 0 0 1 0 0 0 0  財政は毎年状況の変化が激しいことから常に手法を見直す。

5-2-1-①-02-1 財政事務管理事業 企画財政課 現状維持 改善
（発展的改善） 0 0 1 0 0 0 0  国ばかりでなく民間にも目を向けた財源確保。

5-2-1-①-03-2 基幹統計調査事業 企画財政課 現状維持 現状維持 1 1 0 0 0 0 0  指定統計ばかりでなく、市民世論調査実施の検討。
5-2-1-①-04-1 行政改革事務事業 企画財政課 改善

（発展的改善）
改善

（発展的改善） 0 0 1 0 0 0 0 歳入、歳出両面で常に新たな取組みにチャレンジ。
5-2-1-①-05-2 行政評価推進事業 企画財政課 改善

（発展的改善）
改善

（発展的改善） 0 0 0 0 0 0 0

5-2-1-①-05- 総合計画基本計画、実施設計
推進事業 企画財政課 改善

（発展的改善）
改善

（発展的改善） ー ー ー ー ー ー ー 新規事業のため評価不要

5-2-1-④-02- 職員力向上推進事業
※ヒアリング実施予定 企画財政課 縮小・統合 縮小・統合 ー ー ー ー ー ー ー 新規事業のため評価不要

職員提案制度事業 企画財政課 ー ー ー ー ー ー ー ー ー 新規事業のため評価不要

公共施設使用金等適正化事業 企画財政課 ー ー 0 0 1 0 0 0 0 市の方針の根幹をなすことから、常に状況の変化をリサーチする。
補助金適正化事業 企画財政課 ー ー 0 1 1 0 0 0 0 主要事業は対象となるよう進めること。
スマート自治体推進事業/マイ
ナンバーカードの活用研究 企画財政課 ー ー ー ー ー ー ー ー ー 新規事業のため評価不要

5-2-1-⑤-01-1 広域行政推進事業 企画財政課 現状維持 現状維持 0 1 0 0 0 0 0 特になし。

5-1-1-②-03-1 大学等連携事業 企画財政課 現状維持 縮小・統合 0 1 1 0 0 0 0 地元大学(流通大、つくば国際大）を利用し、定住対策のアイデアを求めるなど活用を図る。
評価方法
 ①実施計画調査票・行政評価調査票を見て、いずれか当てはまる評価に〇を付けてください
 ②各事業に関してヒアリングを希望される場合にはご記載願います。（資料5-2，資料5-3合計で上限二つまで）
注意事項
 ＊1 ヒアリング希望事業の〇の数の合計は，資料5-2，資料5-3で上限２つまででお願いします。

ﾋｱﾘﾝｸﾞ
希望*1

資料3
対応事業コード

次年度の計画改定に向けて，当該事業をさらに充実させ
るための提案（自由記述）

評価項目（いずれか一つに〇）
事業名 課名 担当課評価 三担当評価
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事務事業評価 質問票（案） 

●基礎資料から評価が判断できない場合，質問内容を記入していただく用

紙です。 
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■事務事業評価 質問票（企画財政課）(案） 委員名                         

5-2-1-①-01-1 財政運営事業 企画財政課 新規事業のため評価不要
5-2-1-①-02-1 財政事務管理事業 企画財政課 新規事業のため評価不要
5-2-1-①-03-2 基幹統計調査事業 企画財政課 新規事業のため評価不要
5-2-1-①-04-1 行政改革事務事業 企画財政課 新規事業のため評価不要

5-2-1-①-05-2 行政評価推進事業 企画財政課

5-2-1-①-05- 総合計画基本計画、実施設計
推進事業 企画財政課

5-2-1-④-02- 職員力向上推進事業 企画財政課

職員提案制度事業 企画財政課 新規事業のため評価不要
公共施設使用金等適正化事業 企画財政課 新規事業のため評価不要
補助金適正化事業 企画財政課 新規事業のため評価不要
スマート自治体推進事業/マイ
ナンバーカードの活用研究 企画財政課 新規事業のため評価不要

5-2-1-⑤-01-1 広域行政推進事業 企画財政課
5-1-1-②-03-1 大学等連携事業 企画財政課
記入方法
 ①実施計画調査票・行政評価調査票を見て、質問がある場合には記入願います。
  ※後日，担当課からの回答を一括してとりまとめ，各委員の皆様に送付いたします。

資料3
対応事業コード 事業名 課名 質問内容
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〇施策評価（施策に関連する事務事業評価を含む）に必要な資料 

  

第 2次稲敷市総合計画中期基本計画 施策評価用評価書 

●施策評価の基礎資料です。 
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第 2 次稲敷市総合計画中期基本計画 施策評価用評価書（サンプル） 
［プロジェクトを構成する施策・事業の評価] 

施策番号 

プロジェクト名 

総-２ Project2 たくましく生きるいなしきっ子プロジェクト 

目的 

稲敷市では「強い賢い優しい子」いなしきっ子を育む施策を実施してきました。
今後は時代に対応した教育環境の充実を図り，地域の未来を担う子ども達の育成を
目指します。 

幼児教育から義務教育までの教育の連携，小中一貫教育に向けた検討を進めると
ともに，読書活動の充実や市民プールの整備，安心・安全な学校給食の提供，経済
的負担の軽減など子ども達の心と体の育成に努め良好な教育環境の維持を図りま
す。また，ＩＣＴを活用した教育，学校安全教育，外国語教育などに取り組むとと
もに体験学習の充実を図ります。 
さらに，教育的ニーズへの対応や家庭教育支援などの充実に努め，時代をたくましく
生きる子ども達の成⾧を促します。 

めざす姿 豊かな学びの体験を生かし，稲敷の未来をつくる子ども達が増えています 

施策の進捗度 
（評価） 

順調 概ね順調 やや遅れ 遅れ 事業数 実施 事業数 未実施 事業数 
16 12 4 ＊前年度の評価 ʷ    （前年度比較 ʷ ） 

取組① 豊かな心，健やかな体を育む稲敷らしい教育環境づくり 

取組内容 

少子化の進展や市民ニーズの多様化などにより，児童生徒の課題が複雑化してお
り，創意工夫を生かした特色ある教育が求められています。 

稲敷で育つ子ども達が社会を生き抜く力を育むため，幼小中の連携がさらに充実
したものとなるよう取り組むとともに小中一貫教育の検討を進めます。また，学校
図書館の充実などにおける読書活動のための環境づくりや，屋内型市民プールの整
備を検討するとともに，給食センターのあり方を検討し，安全でおいしい給食の提
供及び経済的な負担の軽減など，子ども達の心と体の育成を支援します。 

総括評価 

◇評価概要 
・数値目標達成状況 

全 8 事業のうち 6 事業が開始されているが，2 事業（こ幼小中連携の充実および小
中一貫教育の検討と屋内型市民プール整備事業）が令和 2 年度からの新規事業のため
未実施となっている。 

全 13 数値目標のうち令和 2 年度から新たな数値目標が設定された 3 つを除く，10
目標のうち 4 割の 4 目標が，当初掲げた数値目標（前期計画の最終数値目標）をクリ
ア（A 評価）した。 

数値目標の中でも給食センター構想検討については，未実施のため C 評価となっ
ている。 
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・事務事業評価（内部評価）状況 

内部評価を実施した６事業（新規事業の 2 事業を除く）の内訳は，拡充・拡大が１，
改善（発展的改善）が４，現状維持が１となっており，高い評価結果となっている。
また，進捗が見られない２事業（給食費の見直し検討，給食センターのあり方検討事
業）については，中期基本計画の重点プロジェクトに位置づけ新規事業とした。 

 
・「❶こ幼小中連携の充実および小中一貫教育の検討」については新規事業であるた

め，まだ将来指標（2023 年）が定められていない。今年度 12 月末現在，少子化の
影響等で児童数の減少を考慮にいれ適正配置を進めてきた「学校再編整備実施計
画」（平成 22 年度～平成 31 年度までの 10 年間）の検証を実施している。 

 
・「❷学校（小・中学校）施設整備事業」については，「稲敷市学校施設⾧寿命化計

画」に基づき，老朽化した江戸崎小学校のトイレ洋式更新工事，教育施設等騒音防
止対策助成金を活用して，新利根中学校の空気調和設備の機能回復工事を実施し
た。また，小学校施設で 64 件，中学校施設で 41 件小規模な修繕を実施した。今後
４年間で市内小中学校のトイレ洋式化率 85%以上となるよう事業を進めていく。 

 
・「❸屋内型市民プール整備事業」については，新規事業であるため内部評価は実施

していない。今年度の進捗は，12 月末現在において「市民プール基本構想設計業務
委託」を発注・契約済みであり，今年度内の策定を目指し計画を進めている。 

 
・「❹給食費の見直し検討」については，令和元年度，部内において実施に向けた検

討を行っており，県内の他自治体の状況や移行に伴う保護者への理解，どの程度公
費負担で一部無償化を実施するか，一部無償化の時期など話し合った。 

今回，中期基本計画の重点プロジェクトに位置づけられたことにより，令和３年
度から，市内の米飯持参を無くし，市内の市立小・中学校，各園の完全給食化を図
って，子育て世帯への経済的負担を無くすよう，令和２年度教育委員会内や給食運
営委員会等で協議を行った結果，一部無償化に向けた条例改正が 12 月議会に上程
され可決され，令和 3 年度より一部無償化が実施される予定。 

 
・「❺給食センターのあり方検討事業」については，施設や設備の老朽化が著しい市

内２カ所の給食センター及び自校式で行っている給食のあり方などを検討し，将来
的にどのような在り方が最善なのか，令和２年度より関係部署において本格的に話
し合われ，令和３年度中に市の方針を決定することとしている。 

 
・「❻学校図書館司書配置事業」については，令和元年度末で小学校２校の学校図書

館で司書が欠員となっており，前年度の 100%に対して 85.7%となっている。令和
元年度末に欠員の学校図書館司書を令和２年４月から配置できるよう会計年度任
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用職員の募集を実施している。 
  新たに追加した指標の児童生徒の過去 5 年間の読書習慣の定着状況は，小学校は

5 年間平均（2014 年～2018 年）で 69.7%，中学校は 5 年間平均（2014 年～2018
年）で 31.8%である。それに対して令和元年度は小学校では 67.6%，中学校では
29.5%とやや低い数値となっており，2023 年の目標とする指標値の達成には新た
な取り組みの検討が必要と考える。 

また併せて今後は，コロナ過における電子図書等の導入を予定している市立図書
館や他の学校図書館との連携を図るため，ＩＣＴ機器整備については，学校図書館
のパソコン整備を推進していくことになっている。 

 
・「❼図書館サービス事業」については，平成 29 年 10 月より，図書の貸出数を 5 冊

から 10 冊に，また DVD 等の貸出期間を 1 週間から 2 週間に変更したことにより，
市民一人当たりの図書貸出冊数は当初目標としていた数値を達成しているが，逆に
年間の図書館来館者数は目標の 6 万人に対して約 4.7 万人の来館者と減少している
状況である。 

 
・「❽奨学資金貸与事業」については，これまでの貸与のみから，奨学生が卒業後５

年以上市に住民登録等がある場合には返還金の１割を免除することに拡充してい
る。奨学生も令和元年度目標の３０名を達成しており，令和２年度より新たな指標
として年間１５名の奨学生申請を追加している。 

 
事業概要については，別冊総合計画の重点プロジェクトの項，及び，別紙実施計画書・
事務事業評価調査票参照 
 

構成する事業 

取組 事業名 評価＊１ 備考 
①  こ幼小中連携の充実および小中一貫教育の検討 ― 未実施 

(新規) 
②  学校（小・中学校）施設整備事業 改善 

(発展的改善)  

③  屋内型市民プール整備事業 ― 未実施 

(新規) 

④  給食費の見直し検討 拡充・拡大  

⑤  給食センターのあり方検討事業 改善 
(発展的改善)  

⑥  学校図書館司書配置事業 改善 
(発展的改善)  

⑦  図書館サービス事業 改善 
(発展的改善)  

⑧  奨学資金貸与事業 現状維持  
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数値目標 

指標 関連 事業 将来値 （2023 年） 
R 元 実績達成状況 

実績値 ＊２ 前年度 比較 
市内小中学校トイレの洋式
化率 ② 85% 52.2% ― 新規 

数値 

教育施設の改修施設数 
（小学校） ② 16 施設 13 施設 順調 ↗ 

教育施設の改修施設数 
（中学校） ② 8 施設 6 施設 順調 ↗ 

屋内型市民プール整備検討 ③ 施工 ― ― 新規 

数値 

給食費一部無償化 ④ 一部無償化の実
施 内部検討 やや 遅れ ↗ 

給食センター構想検討 ⑤ 方針決定 
(2021 年) 未実施 遅れ Ḙ 

学校図書館司書の配置率 ⑥ 100% 85.7% 概ね 順調 ↘ 

児童生徒の読書習慣の定着
状況（小学校） ⑥ 85% 67.6% やや 遅れ ↘ 

児童生徒の読書習慣の定着状況（中学校） ⑥ 45％ 29.5％ やや 遅れ ↘ 

市民一人当たりの図書貸出冊数 ⑦ 4.0 冊 3.1 冊 順調 → 

図書館来館者数 ⑦ 60,000 人 47,129 人 やや 遅れ ↘ 

奨学生人数 ⑧ 奨学生 34 名 
(新規 12 名) 30 名 順調 ↗ 

奨学金の申請者数 ⑧ 年間で 15 人 Ḙ Ḙ 新規 

数値 

取組② 時代に対応した教育の推進による未来を拓く人づくり 

取組内容 

子ども達を取り巻く教育環境は目まぐるしく変化しています。子ども達が自ら，
未来を切り拓いていくことができるよう，時代に対応した教育を推進していくこと
が求められています。 

ＩＣＴを活用した教育の充実や災害の激甚化に対応した防災教育の推進，グロー
バル化や多文化共生社会に対応した外国語教育の強化，豊かな情操を育む体験学習
の充実を目指します。また，一人ひとりの教育的ニーズに対応した授業づくりや学
びの場の提供，支援が必要な家庭に直接届ける家庭教育を推進します。 
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総括評価 

◇評価概要 
・数値目標達成状況 

全８事業のうち２事業（無線 LAN 整備事業／タブレット端末導入事業，ICT 補助
員配置事業）が令和２年度からの新規事業のため内部評価が未実施となっている。 

全 17 数値目標のうち令和 2 年度から新たな数値目標が設定された 7 つを除く，10
目標のうち 6 割の 6 目標が，当初掲げた数値目標（前期計画の最終数値目標）をクリ
ア（A 評価）した。 

数値目標の中でも英語を活用したコンテスト等での入賞者数を増やす，英検三級合
格者数，英検 5 級合格者数については，期待値を大きく下回る（50％以下）の C 評
価となっている。 
 
・事務事業評価（内部評価）状況 

内部評価を実施した６事業（新規事業の 2 事業を除く）の内訳は，改善（発展的改
善）が２，現状維持が４となっているが，今回策定した中期基本計画の重点プロジェ
クトにおいて４事業が「拡充」と位置づけられていることから，目標指標の達成に向
けた取組内容の充実を図り，時代に対応した教育の推進，グローバル化に対応した外
国語教育の強化，豊かな情操を育む体験学習の充実など，稲敷の未来をつくる子ども
たちが増える取り組みを推進していく。 
 

・「❶無線 LAN 整備事業／タブレット端末導入事業」「❷ICT 補助員配置事業」につ
いては新規事業であるため，令和元年度の実績値は無いが，国（文部科学省）の
GIGA スクール構想実現のための「公立学校情報通信ネットワーク環境施設整備費
補助金」や，「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金」を活用し，２
事業とも今年度 12 月末現在で目標指標を達成（児童生徒 1 人に 1 台のタブレット
端末の配付完了，市内 14 校の無線 LAN の整備完了，Wi-Fi 環境が整っていない家
庭への通信機器整備 280 台完了，ICT 支援員の配置完了）している状況である。 

 
・「❸防災教育推進事業」については，幼稚園，こども園，小学校，中学校の合同避

難・防災訓練を目標値以上の各校平均３．６回の訓練を地域と連携して実施するこ
とで，より実践的な訓練となり，防災力の強化を図れている。また，市内全ての小
学 5 年生を対象にジュニア防災検定を実施し，受検を通して災害について考え，防
災についての正しい理解や災害時の適切な判断・行動について学習し，結果として
受験者全員（１００％）が合格した。 

 
・「❹外国語指導助手（ALT）配置事業／英語検定料等補助事業」については，各学校・

園に対してＡＬＴを配置することで，児童生徒の英語に対する意欲や英会話力を高
めている。その中でも中学生においては，ＡＬＴを活用した英語の実践的な授業を
行うことで，学力診断テストの高いヒアリング正答率維持（中学 1 年生 78%，2 年
生 71.3%，3 年生 68%）につながった。また，年間に３回受験機会がある英語検定
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料の補助については，検定料の補助の周知や受験機会を増やすことにより，今後合
格者数の増加を目指し取組を実施していく。 

 
・「❺家庭教育事業」については，市内幼稚園，こども園，小・中学校の保護者に，子

どもとの良好な親子関係を築くための学習機会や相談機関，情報の提供を行って，
家庭教育への主体的な「学び」と「育ち」を支援する子育て学習の参加者が目標人
数以上の 796 人の参加者となった。また，学びや相談の場に足を運ぶことが難しい
ひとり親家庭の保護者や外国人の保護者，不登校の子を持つ保護者への支援を行い
ながら，子どもの育ちを支えていく「訪問型家庭教育支援事業」については，これ
からも福祉部局等の関係機関との連携に密に図りながら積極的に取り組んでいく。 

 
・「❻いなしき子ども大学事業」については，市内の小学４年～６年生を対象に例年

通り事業を実施し，稲敷市の魅力の一つである霞ヶ浦湖畔の水辺空間を利用した自
然体験学習や学校の授業では学べない体験的活動のプログラミング体験やキャン
プ泊等を通して子どもたちの交流を深めた。また，新規指標として追加した「いな
しき子ども大学の延べ参加人数」は，募集チラシ等を作成，配布して周知を図り，
４年後の目標である 120 人に近い 117 人の参加者数となった。 

 
・「❼学校教育支援員配置事業／特別支援教育支援員配置事業」は，教員免許を有す

る教育支援員や，障害のある児童への介助や支援する特別支援教育支援員の配置を
行う事業で，稲敷市独自の支援員配置となっている。人材確保等の課題もあるが，
新たな指標として追加した令和元年度の配置人数は，学校教育支援員が 14 名，特
別支援教育支援員が 45 名と目標数値に近い配置人数となった。 

 
・「❽教育センター運営事業」については，教職員の資質や能力向上のための研修回

数や参加人数の令和元年度実績値が目標値を上回っている。また，教育センターは
適応指導教室としても使用されており，十分な活用が図られた。 

 
事業概要については，別冊総合計画の重点プロジェクトの項，及び，別紙実施計画書・
事務事業評価調査票参照 
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構成する事業 

取組 事業名 評価＊１ 備考 
①  無線 LAN 整備事業／タブレット端末導入事業 ― 未実施 

(新規) 
②  ICT 補助員配置事業 ― 未実施 

(新規) 

③  防災教育推進事業 現状維持  

④  外国語指導助手（ALT）配置事業／英語検定料等
補助事業 現状維持  

⑤  家庭教育事業 改善 
(発展的改善)  

⑥  いなしき子ども大学事業 改善 
(発展的改善)  

⑦  学校教育支援員配置事業／特別支援教育支援員
配置事業 現状維持  

⑧  教育センター運営事業 現状維持  

数値目標 

指標 関連 事業 将来値 （2023 年） 
R 元 実績達成状況 

実績値 ＊２ 前年度 比較 
ﾀﾌﾞﾚｯﾄ端末の導入整備率 ① 100% ― ― 新規 

数値 

無線 LAN の整備率 ① 100% ― ― 新規 

数値 

特別教室の電子黒板整備率 ① 100% ― ― 新規 

数値 

通信機器の整備率 
（モバイルルーター） ① 100% ― ― 新規 

数値 

ICT 補助員（ICT 支援員）
の配置人数 ② 3 人(4 校に 1 人) ― ― 新規 

数値 
ジュニア防災検定合格者割
合 ③ 100% 100% 順調 → 
避難訓練実施数 ③ 4 回（各校） 3.6 回 順調 ↗ 

学力診断テストにおけるヒアリングの正答率 ④ 1 年 80%,2 年
77%,3 年 75% 

1 年 78,2 年
71,3 年 68 

概ね 順調 → 

英語を活用したｺﾝﾃｽﾄ等での入賞者数を増やす ④ 県南以上２人 ０人 遅れ → 

英検 3 級合格者数 ④ 120 人(中 40%) 76 人 遅れ ↗ 

英検 5 級合格者数 ④ 50 人(小 15%) 18 人 遅れ ↘ 

子育て学習会参加者数 ⑤ 600 人 796 人 順調 ↗ 
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自然体験学習の回数 ⑥ 1 回／年 1 回 順調 → 

学校の授業では学べない体験的活動の回数 ⑥ ３回 ３回 順調 → 

いなしき子ども大学の延べ参加人数 ⑥ 120 人 117 人 概ね 
順調 

新規 

数値 

学校教育支援員・特別支援教育支援員の配置人数 ⑦ 学校支援 16 人 
特別支援 43 人 

学校 14 人 
特別 45 人 

概ね 
順調 

新規 

数値 

教職員研修等の回数及び参加人数 ⑧ 研修 150 回，参
加 2400 人 

研修 198，
参加 2760 順調 ↗ 

 

（参考）評価の対象と手順 （１）数値目標の評価 総合戦略に位置付けた各事業について，「令和 5 年度目標」とした重要業績評価指標（KPI）を基に，前回の総合戦略に設定した最終目標値「期待値」に対して，どの程度達成したかにより，その進捗状況を「順調」，「概ね順調」，「やや遅れ」，「遅れ」の４段階の区分で評価する。評価については，「順調」及び「概ね順調」評価が概ね期待した成果が得られたと判断するものとする。 数値目標の評価区分 区分     評価基準 「順調」評価   「実績値」が「期待値」以上のもの 「概ね順調」評価   「実績値」が「期待値」の 80～99％のもの 「やや遅れ」評価    「実績値」が「期待値」の 50～79％のもの 「遅れ」評価    「実績値」が「期待値」の 50％未満のもの ※「期待値」とは，「令和 5 年度目標」（KPI）を基にした年度ごとの目標値。 ※今回（令和元年度）は，前期の総合戦略期間画の最終年度であるため，前回総合戦略の目標値を期待値として設定。  （２）具体的な施策の評価 施策の評価（評価＊１）については，数値目標の評価（＊２）に基づき，順調（４点），概ね順調（３点），やや遅れ（２点），遅れ（１点）を点数換算し，平均値を取り判定するものとする。  区 分   数値目標の評価（＊２）の平均値 順 調    4.00～3.5 概ね順調   3.49～3.0 やや遅れ   2.99～2.5 遅 れ       2.5～未   実施事業数・・・・実際に予算取りを行い，予算等を消化している事業を実施とカウント 未実施事業数・・・実施していない事業はもちろんのこと，検討段階の事業も未実施でカウント  
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施策に関連する事務事業評価用  
事務事業評価調査票一式 

●施策に関連する事務事業評価の提供資料です。 

※様式集資料として 1 事業分のみ掲載しています。 
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施策評価票（案） 
施策に関連する事務事業評価票（案） 

●施策評価および施策に関連する事務事業の評価を記入していただく用紙

です。 

●事務事業評価については，ヒアリングを希望する場合は，ヒアリングの

項目に〇をつけていただきます。 
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■施策評価票（案） 委員名              

A；順調 Ｂ：概ね
順調

Ｃ：やや
遅れ Ｄ：遅れ

総-２ 総合計画
重点プロジェクト

Project2 たくましく生
きるいなしきっ子プロ
ジェクト

0 2 0 0
 学校教育事業は教員が中心となって考えると教員の
ための事業となりがちである。
 子供ために本当に必要な事業かを考えチェックする
必要がある。

 小中学校は義務教育で国が保証するものであり、市単独事
業は補足的に必要最低限で考えるべき。
 子供向けの社会教育事業は市単独で前向きに取り組むこと
が将来の定住対策にも有効となる。

戦-1 総合戦略 基本目標１ 移住定住

 事業化した施策は着実に進めているが、一層の新た
な取組みが必要。
 事業を固定的に取り扱わず、内容を常に見直し改善
していかないと地域間競争を勝ち抜けない。(期待度
が高い）

 人口問題は、稲敷市ばかりでなく、日本全体で取り組んでいる大きな課題。地域
間競争を勝ち抜くためには継続的に職員全体でアイデアを出していく必要有。
 例えば、テレワーク環境を進めるため市内全域フリーWi-Fi整備、空家対策でな
い、代表的な観光スポット（浮島等）への重点的な農地付お試し居住住宅整備、交
流人口増加を進めることも必要であり、霞ケ浦利用のマリンスポーツ（ウインド
サーフィンなど）の振興などんどん事業化していかなければならないと思う。

行-1 行革大綱 基本方針１ 行政サービ
スの質的向上

 手堅く行っているが、他の市町村を参考にするのは
よいが、思い切って進めなければ手遅れとなる。

 財政手法としてシーリング方式が中心だと一率でカットす
るばかりとなる。選択と集中がこれからはより重要となるこ
とから思い切った廃止と予算付を行うような仕組づくりが重
要。
 予算付は重要政策には思い切って手厚く。

評価方法
 ①施策評価表を見てA,B,C,Dのいずれか当てはまる評価に〇を付けてください
 ②施策評価表と評価内容が異なる場合にはその理由を記載願います（自由記述）
 ③施策評価等に関して意見がある場合にはご記載願います。

施策番号 計画名 プロジェクト名
施策名等

①施策の進捗度（いずれかに〇） ③次年度の計画改定に向けて，当該施策をさらに充実させる
ための提案（自由記述）

②施策評価用評価書と当該評価が異なる場合のみ，
その理由を記入（自由記述）
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■施策評価と同時に実施する事務事業評価票（案） 委員名              

拡充 現状維持 改善 縮小 統合 完了 廃止・休止

ー こ幼小中連携の充実及び小中
一貫教育の検討 新規 教育政策課 ー ー ー ー ー ー ー ー ー 新規事業のため評価不要

ー 屋内型市民プール整備事業 新規 スポーツ振興課 ー ー ー ー ー ー ー ー ー 新規事業のため評価不要

ー 給食費の見直し検討 新規 給食センター ー ー ー ー ー ー ー ー ー 新規事業のため評価不要

ー 給食センターのあり方検討事
業 新規 給食センター

教育政策課 ー ー ー ー ー ー ー ー ー 新規事業のため評価不要

1-1-2-⑥-03-1 学校図書館司書配置事業 拡充 教育政策課 見直し
（課題の解決）

改善
（発展的改善） 0 2 0 0 0 0 2 学校図書館を利用した調べ学習を授業で取り組んでいるのかを調べて事業再検討。

1-2-1-②-01-1 図書館サービス事業 拡充 図書館 現状維持 改善
（発展的改善） 0 1 0 0 0 0 0

1-1-2-⑥-07-1 奨学資金貸与事業 拡充 教育政策課 現状維持 現状維持 2 0 0 0 0 0 2 返還状況はどうなっているのか（滞納は枠縮小となるのか）

ー 無線LAN整備事業／タブレッ
ト端末導入事業 新規 学務管理課 ー ー ー ー ー ー ー ー ー 新規事業のため評価不要

ー ICT補助員配置事業 新規 学務管理課 ー ー ー ー ー ー ー ー ー 新規事業のため評価不要
1-1-2-⑤-02-1
1-1-2-⑤-02-2

外国語指導助手（ALT）配置事
業／英語検定料等補助事業 拡充 指導室 現状維持 現状維持 2 0 0 0 0 0 3 英語検定受検者を増やす方策をもっと考えること。

1-1-1-⑦-01-1 家庭教育事業 拡充 生涯学習課 拡充・拡大 改善
（発展的改善） 0 0 0 0 0 0 0

1-1-2-④-04-2 いなしき子ども大学事業 拡充 生涯学習課 現状維持 改善
（発展的改善） 1 1 0 0 0 0 3 プログラムの見直し必要（キャンプマナー講座、役割など）

1-1-2-⑥-09-1 教育センター運営事業 拡充 指導室 現状維持 現状維持 2 0 0 0 0 0 3 適応指導教室の運営状況確認のこと（児童生徒がほったらかしになっていないか等）
評価方法
 ①実施計画調査票・行政評価調査票を見て、いずれか当てはまる評価に〇を付けてください
 ②各事業に関して意見がある場合にはご記載願います。
注意事項
 ＊1 ヒアリング希望事業の〇の数の合計は，資料5-2，資料5-3で上限２つまででお願いします。

ﾋｱﾘﾝｸﾞ
希望*1

資料２ʷ1
対応事業コード

次年度の計画改定に向けて，当該事業をさらに
充実させるための提案（自由記述）

新規
拡充事業名 課名 担当課評価 三担当評価 評価項目（いずれか一つに〇）
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施策評価 質問票（案） 
施策に関連する事務事業評価 質問票（案） 

●基礎資料から評価が判断できない場合，質問内容を記入していただく用

紙です。 
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■施策評価 質問票（案） 委員名              

総-2 総合計画
重点プロジェクト

Project2 たくましく生
きるいなしきっ子プロ
ジェクト

戦-1 総合戦略 基本目標１ 移住定住

行-1 行革大綱 基本方針１ 行政サービ
スの質的向上

記入方法
 ①実施計画調査票・行政評価調査票を見て、質問がある場合には記入願います。
  ※後日，担当課からの回答を一括してとりまとめ，各委員の皆様に送付いたします。
 ②各事業に関して担当課によるヒアリングが必要だと思われた場合に〇を付けてください。

質問内容資料 計画名 プロジェクト名
施策名等
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■施策に関連する事務事業評価質問表（案） 委員名                         

ー こ幼小中連携の充実及び小中一
貫教育の検討 新規 教育政策課 新規事業のため評価不要

ー 屋内型市民プール整備事業 新規 スポーツ振興課 新規事業のため評価不要

ー 給食費の見直し検討 新規 給食センター 新規事業のため評価不要

ー 給食センターのあり方検討事業 新規 給食センター
教育政策課 新規事業のため評価不要

1-1-2-⑥-03-1 学校図書館司書配置事業 拡充 教育政策課

1-2-1-②-01-1 図書館サービス事業 拡充 図書館

1-1-2-⑥-07-1 奨学資金貸与事業 拡充 教育政策課

ー 無線LAN整備事業／タブレット
端末導入事業 新規 学務管理課 新規事業のため評価不要

ー ICT補助員配置事業 新規 学務管理課 新規事業のため評価不要
1-1-2-⑤-02-1
1-1-2-⑤-02-2

外国語指導助手（ALT）配置事
業／英語検定料等補助事業 拡充 指導室

1-1-1-⑦-01-1 家庭教育事業 拡充 生涯学習課

1-1-2-④-04-2 いなしき子ども大学事業 拡充 生涯学習課

1-1-2-⑥-09-1 教育センター運営事業 拡充 指導室
記入方法
 ①実施計画調査票・行政評価調査票を見て、質問がある場合には記入願います。
  ※後日，担当課からの回答を一括してとりまとめ，各委員の皆様に送付いたします。

資料２ʷ1
対応事業コード 質問内容新規

拡充事業名 課名
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〇共通配布資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

稲敷データ集（案） 

●「茨城早わかり」「市町村早わかり」が入手できた場合は冊子を配布します。 

●「市勢要覧」、「統計いなしき」ついては、別途冊子を配布します。 
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順位 市区町村名 総人口 順位 市区町村名 年少人口 順位 市区町村名 生産年齢人口 順位 市区町村名 老年人口
1 つくばみらい市 0.1051 1 つくばみらい市 0.1904 1 つくばみらい市 0.0319 1 守谷市 0.4127 ●その他の指標
2 つくば市 0.0577 2 牛久市 0.032 2 守谷市 -0.0381 2 牛久市 0.3298
3 守谷市 0.0363 3 守谷市 0.01 3 つくば市 -0.0391 3 鹿嶋市 0.2685
4 牛久市 0.0322 4 つくば市 -0.0241 4 水戸市 -0.0403 4 利根町 0.268
5 鹿嶋市 0.027 5 阿見町 -0.0242 5 ひたちなか市 -0.0418 5 龍ケ崎市 0.2631
6 水戸市 0.0076 6 鹿嶋市 -0.0397 6 東海村 -0.045 6 つくばみらい市 0.2479
7 東海村 0.0073 7 結城市 -0.0404 7 鹿嶋市 -0.0451 7 取手市 0.2413
8 那珂市 0.0007 8 那珂市 -0.0503 8 神栖市 -0.0459 8 神栖市 0.2396
9 神栖市 -0.0029 9 東海村 -0.065 9 那珂市 -0.0631 9 阿見町 0.2101
10 阿見町 -0.0084 10 神栖市 -0.0661 10 古河市 -0.0709 10 つくば市 0.2082
11 ひたちなか市 -0.0087 11 水戸市 -0.067 11 土浦市 -0.0716 11 古河市 0.1871
12 古河市 -0.0143 12 古河市 -0.067 12 牛久市 -0.073 12 五霞町 0.1828
13 結城市 -0.0171 13 取手市 -0.0846 13 小美玉市 -0.0744 13 土浦市 0.175
14 土浦市 -0.0211 14 ひたちなか市 -0.0861 14 下妻市 -0.0759 14 結城市 0.1746
15 龍ケ崎市 -0.0248 15 土浦市 -0.0883 15 阿見町 -0.0773 15 那珂市 0.1718
16 小美玉市 -0.0262 16 坂東市 -0.095 16 日立市 -0.0836 16 東海村 0.1698
17 取手市 -0.0281 17 笠間市 -0.099 17 結城市 -0.0842 17 ひたちなか市 0.1696
18 かすみがうら市 -0.0323 18 小美玉市 -0.1061 18 かすみがうら市 -0.0845 18 小美玉市 0.1681
19 笠間市 -0.0336 19 境町 -0.1062 19 笠間市 -0.0889 19 かすみがうら市 0.1666
20 坂東市 -0.0361 20 下妻市 -0.1084 20 筑西市 -0.0894 20 坂東市 0.1535
21 筑西市 -0.0364 21 筑西市 -0.109 21 鉾田市 -0.0915 21 潮来市 0.1472
22 下妻市 -0.0377 22 鉾田市 -0.1137 22 八千代町 -0.0936 22 水戸市 0.1461
23 鉾田市 -0.0401 23 八千代町 -0.1204 23 石岡市 -0.0939 23 筑西市 0.1441
24 日立市 -0.0418 24 茨城町 -0.1213 24 境町 -0.0958 24 笠間市 0.1419
25 高萩市 -0.0445 25 かすみがうら市 -0.1218 25 坂東市 -0.0969 25 美浦村 0.1383
26 石岡市 -0.046 26 行方市 -0.1255 26 龍ケ崎市 -0.0972 26 境町 0.1335
27 茨城町 -0.0461 27 高萩市 -0.1262 27 高萩市 -0.1012 27 下妻市 0.1297
28 潮来市 -0.0466 28 石岡市 -0.1369 28 茨城町 -0.1043 28 高萩市 0.1236
29 境町 -0.0466 29 龍ケ崎市 -0.1374 29 常陸大宮市 -0.1054 29 常総市 0.1224
30 八千代町 -0.047 30 潮来市 -0.1374 30 桜川市 -0.1054 30 茨城町 0.1221
31 北茨城市 -0.0556 31 常総市 -0.1397 31 潮来市 -0.1075 31 八千代町 0.1137
32 常陸大宮市 -0.0574 32 大洗町 -0.1483 32 北茨城市 -0.1081 32 鉾田市 0.1129
33 常総市 -0.0587 33 桜川市 -0.1577 33 城里町 -0.1101 33 日立市 0.1102
34 五霞町 -0.0663 34 常陸大宮市 -0.1605 34 常陸太田市 -0.1112 34 稲敷市 0.1054
35 利根町 -0.0664 35 日立市 -0.164 35 常総市 -0.1201 35 石岡市 0.1028
36 桜川市 -0.0666 36 北茨城市 -0.1695 36 行方市 -0.1205 36 北茨城市 0.0919
37 常陸太田市 -0.0703 37 五霞町 -0.1711 37 取手市 -0.1223 37 大洗町 0.0772
38 行方市 -0.0718 38 利根町 -0.1714 38 美浦村 -0.1347 38 桜川市 0.0682
39 大洗町 -0.0787 39 大子町 -0.1749 39 大洗町 -0.138 39 常陸太田市 0.0636
40 城里町 -0.0787 40 美浦村 -0.1965 40 五霞町 -0.1411 40 行方市 0.0595
41 美浦村 -0.0842 41 稲敷市 -0.2053 41 河内町 -0.1454 41 河内町 0.0554
42 稲敷市 -0.0871 42 常陸太田市 -0.2104 42 稲敷市 -0.1476 42 常陸大宮市 0.0513
43 河内町 -0.0987 43 城里町 -0.2183 43 大子町 -0.1514 43 城里町 0.047
44 大子町 -0.1006 44 河内町 -0.261 44 利根町 -0.2447 44 大子町 -0.0083

国勢調査 国勢調査 国勢調査 国勢調査

人口増減率（2015） 年少人口増減率（2015） 生産年齢人口増減率（2015） 老年人口増減率（2015）

高齢単身者割合、未婚率、外国
人割合などを茨城早わかり、
RESASなどから整理する。


